
コンクリート技術大会in郡山

2013年10月31日（木）～11月1日（金）
郡山市ホテルハマツ

～東日本大震災の
復旧・復興に貢献するコンクリート技術～

主催： 日本大学工学部
日本コンクリート技術株式会社
ＪＰＣＦ

作成：スタッフ一同

原案：渡邉弘子（月の泉技術士事務所）

大会スケジュール
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会場のホテルハマツ
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正面玄関前の案内板
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ロビーにも案内板
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受付の様子

主催者のツートップ
岩城先生（日大）と
篠田社長（日本コンクリート

技術株式会社）
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影のツートップ
村田さん（日本コンクリート

技術株式会社社員）と
本田さん（岩城先生秘書）
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論文CD-ROM

開会宣言

8

篠田社長（日本コンクリート技術株式会社）

10/31 AM



開会挨拶
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長瀧先生（東工大名誉教授）

10/31 AM

会場の様子
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10/31 AM



基調講演①

出村工学部長
（日大） 「ロハスの工学」をめざして

10/31 AM

基調講演②

大迫センター長
（国環研） 環境研究からのコンクリート技術への期待

～放射線汚染廃棄物問題との関連～

10/31 AM



基調講演③

杉土木部課長
（福島県） 県土復興に向けた福島県土木部の取組み

10/31 AM

技術講演会Ⅰ
【放射能とセメント系材料の関連】
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10/31 PM

座長
栗田さん(清水)
内藤さん(五洋)



技術講演会Ⅱ
【復興コンクリートの実用化技術】
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10/31 PM

座長
丸屋さん(大成)
末岡さん(東洋)

技術講演会Ⅲ
【減災・防災・維持管理・合理化施工】
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10/31 PM

座長
竹田さん(大林)
羽渕さん(東亜)



経営者情報交換会
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10/31 PM

ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
コ
ン
タ
く
ん
」

パネル展示
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10/31AM
～11/1AM
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特別講演会
10/31 PM

野口信一氏
（元 会津若松市立

会津図書館館長）

『八重の桜』の時代考証を担当

『ハンサムウーマン新島八重と会津精神』

夜，大懇親会
会場の様子（参加者300人）
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10/31 PM



主催者挨拶
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10/31 PM

岩城先生
（日本大学）

篠田社長
（日本コンクリート

技術株式会社）
司会の子田先生
（日本大学）

続いて，復興大臣の挨拶ビデオ
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10/31 PM

ほお～



来年，再来年の開催（予定）挨拶
来年（新潟）

丸山先生（長岡技大） 羽原先生（岩手大）

再来年（岩手）
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10/31 PM

中締め
大月社長（ランデス株式会社）
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10/31 PM



翌朝のNHKニュース（福島版）

25

11/1 AM

翌朝のNHKニュース（福島版）
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11/1 AM



翌朝のNHKニュース（福島版）
片野氏（大林組）の発表
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11/1 AM

翌朝のNHKニュース（福島版）
「コンクリートがらと海水を使用した港湾構造物の築造技術」
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11/1 AM



翌朝のNHKニュース（福島版）
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山田氏（国環研）の発表
「汚染廃棄物最終処分場用コンクリートで考慮すべき性能」

11/1 AM

翌朝のNHKニュース（福島版）
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主催者：岩城先生へのインタビュー

東北復興のために何ができるか，
コンクリート技術者が意識を共有することが大切

11/1 AM
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奇しくも朝日新聞朝刊（福島版）にも
朝日新聞 2013年11月1日

パネルディスカッション
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挨拶する岩城先生

11/1 AM



趣旨説明
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復興インフラの長寿命化を目指して

11/1 AM

コーディネータ
岩城先生

（日本大学）

パネリスト一覧
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11/1 AM



話題提供①
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二宮氏
（山口県）

11/1 AM

話題提供②
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細田氏
（横浜国立

大学）

11/1 AM



話題提供③
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石田氏
（東京大学）

11/1 AM

話題提供④
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佐藤氏
（国土交通省

東北地方
整備局）

11/1 AM



話題提供⑤
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田中氏
（NEXCO
東日本

東北支社）

11/1 AM

コメント①
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久田氏
（東北大学）

11/1 AM

今回の取組みで，コンクリート躯体部分の品質は飛躍的
に向上することが期待できるでしょう．

ただ，私たちが笹子トンネルの事故で学んだことは，本
体部分の安全性だけでなく，付属設備も含めた安全性の
確保が重要であるということです．

今後は，構造細目や付属設備などにも目を向けて，構造
物全体としての安全性を高め，トータルな品質の確保と
いう視点が重要ではないかと思います．



コメント②

41

丸屋氏
（大成建設）

11/1 AM

コメント③

42

新田氏
（東栄コンク
リート工業）

11/1 AM

プレキャストコンクリートによる
長寿命化技術について

①高耐久性埋設型枠

③サルファー
コンクリート

④高炉スラグを有効利用
した緻密コンクリート ⑤超高強度コンクリート

②マイクロ エアー コンクリート



コメント④

43

野中氏
（日経コンスト
ラクション）

11/1 AM

パネルディスカッションの様子
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11/1 AM



見学会
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Aコース 会津地方土木遺産等視察
土木遺産に認定された日本最古の水門である
「十六橋水門」および大正時代に築造された

「東京電力猪苗代第一，第二発電所」等

11/1 PM

Bコース 浜通り被災地視察
原子力発電所事故により放射能被災を受け，
住民の避難が続いている原発20km圏内地域
の被災状況および常磐自動車道路建設現場等

見学会 Aコース（会津）
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11/1 PM

十六橋水門～猪苗代第一発電所～猪苗代第二発電所

土木学会創立８０周年記念号



見学会 Aコース（会津）
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11/1 PM

土木遺産十六橋水門：明治１３年築造、大正３年改築

オランダ人ファン・ドールンの指導

見学会 Aコース（会津）
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11/1 PM

猪苗代第一発電所：大正３年発電開始

建屋は耐震補強を実施し，リニューアル



見学会 Aコース（会津）
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11/1 PM

発電目的は，会津から田端への長距離送電

100年コンクリート

見学会 Aコース（会津）
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11/1 PM

猪苗代第二発電所：大正７年発電開始



見学会 Bコース
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Bコース 飯館村～浪江町～常磐道建設現場

飯館村除染作業の様子

11/1 PM

見学会 Bコース
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説明してくださったネクスコ東日本の近藤さん

線量計の測定値を見せているところ

11/1 PM



見学会 Bコース
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浪江町は手つかずのまま崩壊へ…

歩いているのは私たち
見学者だけ

11/1 PM

見学会 Bコース
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配られなかった新聞 時が止まったままの駅

11/1 PM



見学会 Bコース
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「帰還困難区域」のため，出入りは厳重

11/1 PM

見学会 Bコース
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建設中の常磐道（浪江インター付近）

このあたりのMAX線量は
3.8μシーベルトでした

（仙台は最近0.047 μシーベルト）

11/1 PM



見学会 Bコース
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説明を受ける参加者

11/1 PM

見学会 Bコース
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出る時は全員スクリーニングを受けてから

土やほこりのつきやすい
靴裏をチェック中

車もタイヤをチェック

11/1 PM
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見学会 Bコース

帰りは物悲しい夕暮れ

11/1 PM

でも，会場近くの開成山公園は
紅葉真盛りでした
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コンクリート技術者
がんばろう！


